
交付対象事業費
（単位：千円）

地方公共団体名事例内容番号

100,000青森県八戸市暑さ・寒さ対策に関する取組１

73,565岩手県田野畑村トイレカーの導入（簡易トイレ等を含む）２

80,000長野県松川村キッチンカーの導入（キッチン資機材等を含む）３

17,847山梨県山梨市トレーラーハウスの導入（基幹産業と連携した取組）４

120,000高知県シャワーカーの導入５

16,968大阪府田尻町循環式お風呂システムの導入６

60,000秋田県（９市町との共同）県・市町村による共同連携の取組７

67,100石川県能登町過去災害の課題改善を図る取組（水循環型シャワー）８

49,796群馬県高崎市女性や子育て世代に配慮した避難生活環境の整備９

＜参考資料＞令和７年度補正予算事業
地域未来交付⾦（地域防災緊急整備型） 主な採択事例



100,000千円事業費210,312⼈⼈⼝⻘森県⼋⼾市⾃治体名

避難所等の衛⽣環境の確保や停電時における電源確保対策、暑さ・寒さ対策等、避難⽣活環境の改善を図
るため、簡易トイレ、ポータブル電源、プライバシーテント、暖房器具、スポットクーラーを購⼊する。
購⼊した資機材は⽇常使いや訓練等のイベントを通じて、⾃主防災組織、開設避難所の⼩中学⽣等に対し、

使⽤⽅法を教⽰するとともに、地域住⺠に体験してもらうことで、安⼼して避難所等に避難してもらえるよう周知する。
事業概要

○簡易トイレ 134基 25,353千円

○ポータブル電源 67台 31,913千円

○プライバシーテント 190張 1,982千円

○暖房器具 161台 4,782千円

〇スポットクーラー 36台 35,970千円

購⼊する
資機材等の
内容

【アウトカム指標（成果指標）※⼀つ以上】
①防災の取組における市⺠等の認知度

【アウトプット指標（活動指標）※⼀つ以上】
①交付⾦事業で購⼊した資機材の地域の防災

訓練等での利⽤回数
②各施設への簡易トイレの配備数

主なKPI

事業概要（避難⽣活環境向上事業）

平時の利⽤イメージ

プライバシーテント

ポータブル電源

スポットクーラー暖房器具

簡易トイレ
（⾃動ラッピング式

トイレ）
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73，565千円事業費2，800⼈⼈⼝岩⼿県⽥野畑村⾃治体名

本事業により、⽔循環式シャワー、⾃動ラップ式トイレ、折り畳み簡易ベッド、スポットエアコンなど避難所の⽣活環境
改善に努め、要配慮者向け牽引式トイレカー、⾃動ラップ式トイレを搭載できるトラックを購⼊することにより、トイレ
環境改善を⾏い、避難者のプライバシーの確保及び避難⽣活の⾝体的負担の軽減を図る。平時では、地域との
防災訓練、⼩中学校を対象とした防災学習等を充実させる。

事業概要

○牽引式トイレカー１台 15,000千円
○牽引・電源⽤⾞両 １台 5,558千円
○トイレ等多⽬的⾞両 1台 18,100千円
○⾃動ラップ式トイレ 4台 1,919千円
○災害⽤トイレハウス 4基 1,435千円
○移動式炊飯器 2台 2,156千円
○ワンタッチパーテーション 60張 2,820千円
○テント型パーテーション 30張 1,329千円
○簡易折り畳みベッド 120台 3,432千円
○⽔循環式シャワー 1セット 9,713千円
○スポットエアコン 2台 3,460千円
○全⾃動洗濯機・乾燥機 2台 298千円
○ポータブル電源 3台 4,980千円
○組⽴式応急給⽔タンク 3基 1,968千円
○衛星携帯電話 2台 1,397千円

購⼊する
資機材等の
内容

【アウトカム指標（成果指標）※⼀つ以上】
①地域防災⼒向上と、実活⽤に関する村⺠への認知度
②発災後6時間でトイレ環境、⾷事提供、就寝環境が整う
避難所数

【アウトプット指標（活動指標）※⼀つ以上】
①トイレカーの導⼊ 2台
②交付⾦事業で購⼊した資機材による防災訓練と
地域イベントでの実演・展⽰利⽤

主なKPI

事業概要（⽥野畑村地域防災⼒向上事業）

中学⽣防災学習 催事：産業まつり働く⾞展 ⾃主防災会合同訓練
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ッ
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ン
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〇牽引式トイレカー

〇トイレ等多⽬的⾞両

●多⽬的⾞両搭載

●村にはし尿処理運搬事業⾞が1社のため、
災害時に備え可燃物処理を導⼊
●村には配送事業者が無いため、職員が公⽤⾞
（軽バス）で運搬している。
トイレ等多⽬的⾞両で、被災状況に応じて⼀般・
福祉避難所への運搬も⾏う

今
回
整
備
に
よ
る
迅
速
・
快
適
性
の
改
善

平
時
利
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野
畑
村
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〇パーテーション

〇折り畳みベッド

〇⽔循環式シャワー

〇スポットエアコン

〇ポータブル電源

〇移動式炊飯器

〇組⽴式給⽔タンク

〇ポータブル電源

〇組⽴式給⽔タンク

〇⾃動ラップ式トイレ

〇災害⽤トイレハウス

〇衛星携帯電話
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80,000千円事業費9,664⼈⼈⼝⻑野県松川村⾃治体名
・避難所⽣活を快適にするため給⽔⾞兼キッチンカーの環境整備を⾏い、電気⾃動⾞による電源供給や既に整備したトイレカー等の
資機材を⽤いて村内や⼩中学校において避難所設営訓練や防災教育並びにイベント等で活⽤する。また、平時において防災展⽰
等に利活⽤し防災意識の向上につなげる。
・防災倉庫は、迅速な避難所開設を⾏うため、直近に倉庫が無い指定避難所に設置する。
・屋外での避難所受付や応急救護所開設時に設営･収納可能な簡易テントを導⼊し有事に備える。
・避難所での暑さ寒さ対策を推進し、季節に応じた⽣活環境を整える。

事業概要

○簡易テント ２基 440千円
○防災倉庫 ３⼾ 24,000千円
○発電機(100V)    12台 3,480千円
○移動式かまど(灯油･ｶﾞｽ･薪3種⽤)２台 1,340千円
○かまどベンチ 6台 4,000千円
○ベビーケアルーム 3台 11,410千円
○LED投光器 12台 11,250千円
○災害⽀援⾞両(給⽔⾞兼キッチンカー)

1台 8,500千円
○電気⾃動⾞ 2台 9,330千円
○物資運搬⾞両(軽バン)   1台 2,760千円
○トイレ⽤テント 25基 450千円
○⻑期保存カイロ 960個 80千円
○ネッククーラー 1,000個 2,600千円
○積載型ウオータータンク 3個 360千円

購⼊する
資機材等の
内容

【アウトカム指標（成果指標）※⼀つ以上】
①訓練等で防災の取組に関する村⺠への認知度
②ベビーケアルーム設置に関する村⺠への認知度
③かまどベンチ設置に関する認知度

【アウトプット指標（活動指標）※⼀つ以上】
①購⼊した資機材を防災訓練等各種訓練で利⽤
②ベビーケアルームの配備件数
③かまどベンチの配備件数

主なKPI

事業概要（避難所の⽣活環境改善事業）

→
かまどベンチ

給⽔⾞兼キッチンカー

松川村

簡易ﾃﾝﾄ･ﾄｲﾚﾃﾝﾄ

ベビーケアルーム

LED投光器

灯油･ガス・薪

移動式かまど

積載型ウオータータンク
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17,847千円事業費32,318⼈⼈⼝⼭梨県⼭梨市⾃治体名

災害時において、要配慮者である乳幼児のいる世帯や障がいのある⽅のプライバシーと安⼼・安全を確保するため、
平時と同様の居住環境を確保できるトレーラーハウスを整備する。平時の利活⽤は、移住体験施設として本市に
移住を検討する⼈向けに、⼀時的に滞在する宿泊施設として提供、または、本市の基幹産業である農業の⼀時
体験・就農体験等に対応した滞在型宿泊施設として提供を⾏いつつ、避難所を補完する施設としてのトレーラーハ
ウス利⽤の周知を⾏い、地域経済の活性化と住⺠の防災意識の浸透を図る。

事業概要

○トレーラーハウス１台 17,847千円
トイレ、簡易キッチン、ベッド、シャワー完備

購⼊する
資機材等の
内容

【アウトカム指標（成果指標）※⼀つ以上】
①市⺠の避難場所の確認の認知度
②避難所を補完する防災拠点の整備

【アウトプット指標（活動指標）※⼀つ以上】
①移住体験施設トレーラーハウス利⽤件数主なKPI

事業概要（移住体験施設トレーラーハウス整備事業）
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120,000千円事業費691,527⼈⼈⼝⾼知県⾃治体名
スフィア基準を踏まえて改定された国の取組指針※では、発災後における対応として、トイレ、⾷

事及び⽣活⽤⽔の⽬標を追加している。 ※避難⽣活における良好な⽣活環境の確保に向けた取組指針（令和６年12⽉改定、内閣府（防災担当））

県では、実施すべき具体的な取組をまとめた⾼知県南海トラフ地震対策⾏動計画において、令和
６年能登半島地震の教訓を踏まえ、避難所の⽣活環境整備を加速化することとしている。
そこで、地域未来交付⾦を活⽤し、トイレカー、キッチンカー及びシャワーカーを整備すること

により、災害時における避難⽣活の環境整備を⾏うとともに、平時においては防災展⽰等に利活⽤
し防災意識の向上に繋げる。

事業概要

＜補助事業︓⺠間事業者による導⼊・運⽤＞
○トイレカー
28,000千円（7,000千円×４台）

○キッチンカー
19,000千円（9,500千円×２台）

＜県が購⼊・運⽤＞
○シャワーカー（浄⽔機能及び⼿洗機能を
搭載。４名同時にシャワー供給可能）
73,000千円（14,600千円×５台）
※防災意識の向上のためのラッピングも対象
※上記⾞両を運⽤するための備品等も対象
（カーナビ、ETC等のオプション）

購⼊する
資機材等
の内容

【アウトカム指標（成果指標）】
①災害時における避難者⽀援（利活⽤⼈数）
②平時におけるトイレカー、キッチンカー、シャワーカー
の利⽤⽇数（地域イベントでの利⽤を含む。）

【アウトプット指標（活動指標）】
①防災協定を締結したトイレカーの導⼊数
（⾃治体導⼊分を含む。）

②防災協定を締結したキッチンカーの導⼊数
③⾃治体で配備したシャワーカーの導⼊数

主なKPI

事業概要（避難⽣活⽀援体制整備事業）

トイレカー、キッチン
カー、シャワーカーを
導⼊し、県内外で運⽤
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１６，９６８千円事業費8,386⼈⼈⼝⼤阪府泉南郡⽥尻町⾃治体名
避難所の環境整備として、これまでに取り組んできたベッド類やトイレなどの対策に加え、新たに循環式お⾵呂システ
ムを整備することで、避難所での⽣活が中⻑期化した場合に、衛⽣環境と避難者の⼼⾝の健康を確保するもの。
また、本町の⼀時避難場所については建築物がなく、カムチャツカ半島地震の際のような⼀時避難場所での滞在が
⻑期化した場合には暑さ寒さに対応することができないため、空調付きのエアテントを整備し、避難者の環境改善を
図るもの。
平時においては、防災訓練等で使⽤し、職員や⾃主防災組織などの熟度向上に努め、住⺠に対しては体験などを
通じて防災意識の向上を図る。

事業概要

○循環式お⾵呂システム １台 8,800千円
○エアテント 1台 8,168千円

１６，９６８千円

購⼊する
資機材等の
内容

【アウトカム指標（成果指標）※⼀つ以上】
①防災の取組に関する市⺠への認知度

【アウトプット指標（活動指標）※⼀つ以上】
①交付⾦事業で購⼊した資機材の地域イベント及
び訓練での利⽤

主なKPI

事業概要（災害⽤資機材整備事業）

循環式お⾵呂システム イベント時イメージ（⾜湯）

エアテント
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60,000千円事業費876,671人人口
秋田県
（９市町※1との共同事業）

自治体名

県と市町が連携して暑さ・寒さ対策及びトイレ、キッチン、ベッド（以下、「TKB」という。）の
環境改善に向けた取組を実施することで、避難生活における良好な生活環境を確保する。

事業概要

県と市町が連携してスポットクーラー、気化式冷風機（以
下、「移動式冷房設備」という。）及びTKB資機材の整備
等を図る。○資機材整備等 60,000千円（負担割合：国
1/2、県1/4、市町村1/4）

購入する
資機材等の

内容

【アウトカム指標（成果指標）】
①補助対象資機材の地域イベント等での利活用
状況(累計)

【アウトプット指標（活動指標）】
①移動式冷房設備整備済み市町村数
②トイレ、キッチン、ベッドのそれぞれに対応す
る資機材を全て保有する市町村（以下、「TKB対
応市町村」という。）数

主なKPI

事業概要（TKBで「かいてき避難」環境づくり応援事業）

※1 横手市、大館市、男鹿市、鹿角市、大仙市、仙北市、小坂町、三種町、羽後町の予定。

スポットクーラー

段ボールベッド

災害用トイレ

市町村名 購入品目等、委託費等 数量 金額（千円単位）

気化熱冷風機 13台 9,009

スポットエアコン 12台 1,914

スポットエアコン用発電機 12台 2,310

大館市 自動ラップ式トイレ・テント 12セット 4,316

男鹿市 大型気化式冷風機 11台 8,905

鹿角市 ダンボールベッド 40台 484

大仙市 折り畳み式簡易ベッド 300台 6,501

避難所用間仕切りテント 58張 779

避難所用折りたたみ式ベッド 13台 171

プライベートルーム 2台 164

自動ラップ式トイレ 10台 2,146

折りたたみ式簡易ベッド 20台 484

室内テント 20張 858

気化式冷風機 4台 6,160

ワンタッチ式簡易ベッド 300台

パーテーションテント一式 150張

羽後町 キッチンカー 1台 15,000

横手市

仙北市

小坂町

三種町 799
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67,100千円事業費13,753⼈⼈⼝⽯川県能登町⾃治体名

能登半島地震では、町内全域が断⽔したことに伴い、トイレ環境や⼊浴環境が課題であった。
移動式⽔洗トイレ、循環型簡易シャワーと夜間利⽤の安全性確保のための投光器を整備することによって、断⽔
時における避難所の環境改善を⾏う。また、パーティション、ホワイトボード、机、ベッドの1台4役の機能を有する災
害対応パーティションを避難所に設置し、⽇常使い可能で避難所開設時に必須となる備蓄品を整備する。

事業概要

○移動式⽔洗トイレ 6台 9,900千円

○循環型簡易シャワー 2セット 20,000千円

〇投光器 30基 30,000千円

〇災害対応パーティション 40台 7,200千円

購⼊する
資機材等の
内容

【アウトカム指標（成果指標）※⼀つ以上】
①防災訓練で組⽴・展⽰する避難所数

【アウトプット指標（活動指標）※⼀つ以上】
①移動式⽔洗トイレの備蓄数
②循環型シャワーの備蓄数
②災害対応パーティションの備蓄数

主なKPI

事業概要（避難所環境整備事業）
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49,796千円事業費364,416⼈⼈⼝群⾺県⾼崎市⾃治体名

災害時の要配慮者⽀援拠点となる福祉避難所や⼤規模地震等により孤⽴化するおそれのある集落拠点に対し、応
急的資機材等を備え、避難所環境の充実化を図る。さらに可搬式ベビーケアルームを導⼊し、⼥性や⼦育て世代に
配慮した避難所環境整備を⾏うほか、地域や福祉避難所における防災訓練等で平時に利活⽤することで防災意識
の向上や安⼼して過ごせる環境づくりにつなげる。

事業概要

【福祉避難所資機材整備】
①⾃動ラップ式トイレ⼀式 21台 5,984千円
②段ボールベッド 446台 3,940千円
③発電機（電源確保） 19台 2,801千円
④パーテーションテント 125台 1,209千円

【孤⽴集落対策】
⑤⾃動ラップ式トイレ⼀式 10台 2,849千円
⑥発電機（電源確保） 10台 1,474千円
⑦⾮常⽤浄⽔器 10台 1,419千円

【⼥性や⼦育て世代に配慮した避難所環境整備】
⑧可搬式ベビーケアルーム 6台 19,620千円
⑨防災倉庫 5台 10,500千円

購⼊する
資機材等の
内容

【アウトカム指標（成果指標）※⼀つ以上】
①備蓄資機材を適切に使⽤できる⼈の⼈数

【アウトプット指標（活動指標）※⼀つ以上】
①福祉避難所への⾃動ラップ式トイレの導⼊数
②孤⽴集落拠点への⾮常⽤浄⽔器の導⼊数主なKPI

事業概要（避難所等環境整備事業）

【福祉避難所資機材整備】

【孤⽴集落対策】

【⼥性や⼦育て世代に配慮した避難所環境整備】

① ② ③ ④

⑤ ⑥ ⑦

⑧ ⑨
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